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国内では現
げんざい

在 110 の火山（図 1）が、生きて
いる火山「活火山」と定

てい

義
ぎ

されていて、そのう
ち少なくとも 54 の火山で常

つね

に火山ガスの放出
が確

かくにん

認されています（平林，2003）。火山ガス
を放出している場所は噴

ふん

気
き

地帯と呼
よ

ばれていま
す。噴

ふん

気
き

地帯は卵
たまご

の腐
くさ

ったような臭
にお

いが立
た

ち
込
こ

め、草木も生えず荒
こう

涼
りょう

とした不毛の大地で、
地面の所

ところどころ

々では温
おん

泉
せん

がボコボコと沸
ふっとう

騰したり、
白
はくだく

濁したり、青色の湯だまりがあったり、泥
どろ

の
湯だまりがあったり、黄色い硫

い

黄
おう

の塔
とう

からモク
モクと水

すい

蒸
じょう

気
き

を立ち昇
のぼ

らせていたり、その光
景は美しいというよりは寂

さび

しいとか険
けわ

しい、恐
おそ

ろしいといった印象を与
あた

えます。昔の人たちは、
亡
な

くなった人の魂
たましい

は山の彼
か な た

方に旅立つのだと考
えていました。そこで立山では、室堂平の地

じ

獄
ごく

谷
だに

や血の池などが文字通り死後の世界の地
じ

獄
ごく

を
表す場所として見出され、それに対

たい

比
ひ

して雄
お

山
やま

・浄
じょう

土
ど

山
さん

・別
べっ

山
さん

が浄
じょうど

土を表していると考えて、
古くから修

しゅぎょう

行や巡
じゅんれい

礼の場所として訪
おとず

れる、霊
れいざん

山
として信

しんこう

仰されてきました。
　地

じ

獄
ごくだに

谷（図 2）は室堂平北西部に位置する
噴
ふん

気
き

地帯です。最初の記録はおよそ 800 年前、

平安時代末期に成立した説話集「今昔物語集」
の中で、「日本国の人、罪

つみ

を造
つく

りて多く此
こ

の立
山の地

じ

獄
ごく

に堕
お

つ」などと記されています。その
後幾

いく

つもの文
ぶんけん

献に登場していることから、現
げんざい

在
に到

いた

るまで噴
ふん

気
き

活動を継
けいぞく

続させていることが判
わか

ります。今回はこの立山室堂平の地
じ

獄
ごくだに

谷の活動
などについて紹

しょうかい

介します。

火山の熱が作り出した地
じ

獄
ご く

谷
だ に

とその噴
ふ ん

気
き

活動
丹保 俊哉 ( 富山県 立山カルデラ砂防博物館 )

図1　日本国内の活火山の分
ぶん

布
ぷ

（△印）。

図 2　立山と地
じ

獄
ごくだに

谷：表紙の硫
い

黄
おうとう

塔はこの写真の中央から左下寄
よ

りから立ち昇
のぼ

っている噴
ふん

気
き

の中（破
は

線
せん

丸印付近）で成長している。
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脈動する地
じ

獄
ごくだに

谷の地熱活動
富
と

山
やま

県立山カルデラ砂
さ

防
ぼう

博物館では、2010
年頃

ころ

から地
じ

獄
ごくだに

谷の地熱活動に関心を持ち調
ちょうさ

査を
開始しました。それまではどちらかというと、
弥
み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山全体の過
か

去
こ

の活動を振
ふ

り返
かえ

る火山
史の一部としての調

ちょうさ

査でした。では 2010 年に
何があったのかというと、この年の 5 月

がつ

上
じょうじゅん

旬
に地

じ

獄
ごくだに

谷の中央付近に位置する、通
つうしょう

称「鍛
か

冶
じ

屋
や

地
じ

獄
ごく

」と呼
よ

ばれる噴
ふん

気
き

塔
とう

およびその周辺で、溶
と

けた硫
い

黄
おう

が燃
ねんしょう

焼しつつ流れ出す現
げんしょう

象が生じたの
です。

当館は、この現
げんしょう

象を環
かんきょうしょう

境省とともに現
げん

地
ち

で観
察、記録するとともに過

か

去
こ

の同様な事象や噴
ふん

気
き

活動の活発化を記録した文
ぶんけん

献や資
しりょう

料がないか調
べ始めました。すると溶

ようゆう

融硫
い

黄
おう

の流出は複
ふくすう

数回
発生していることが幾

いく

つかの文
ぶんけん

献、新聞報
ほうどう

道で、
そして古くは江

え

戸
ど

時代にも目
もくげき

撃されていたこと
も分かりました。更

さら

に、ごく小
しょう

規
き ぼ

模な水
すいじょうき

蒸気
爆
ばくはつ

発が発生したと解
かいしゃく

釈できる記録も見つかりま
した。

弥
み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山の最も新しい噴
ふん

火
か

活動として
は、1836（天

てんぽう

保七）年の活動が古文書に残さ
れていますが、このときの調

ちょう

査
さ

では 1949（昭
和 24）年に山案内人（登山ガイド）が、大

おお

安
やす

地
じ

獄
ごく

と呼
よ

ばれる場所から爆
ばくはつ

発音とともに噴
ふんしゅつ

出物
の混

ま

じった黒いきのこ雲の立ち昇
のぼ

った様子を証
しょう

言
げん

した文
ぶんけん

献が見つかりました。

実は調
ちょう

査
さ

のきっかけとして以前に、地
じ

獄
ごくだに

谷か
ら大規

き

模
ぼ

な噴
ふん

気
き

が立ち昇
のぼ

る様子を、山
さんろく

麓から観
察した経

けい

緯
い

がありました（図 3）。それまで見
知ってきた地

じ

獄
ごくだに

谷の噴
ふん

気
き

活動からすると、立ち
昇
のぼ

る噴
ふん

気
き

の規
き

模
ぼ

が大きすぎる気がしたのです。

地
じ

獄
ごくだに

谷は火山活動が衰
おとろ

えて火山ガスを放出する
だけという存

そんざい

在感、恒
こうきゅう

久的な穏
おだ

やかさが続くよ
うにみえた噴

ふん

気
き

活動でしたが、そのなかでも脈
動のあることが窺

うかが

えたのです。

地
じ

獄
ごくだに

谷の成り立ち
約 22 万年に及

およ

ぶ弥
み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山の活動史は現
げん

在
ざい

、5 つの時代（活動期）に区分されています
（原山ほか，2000）。地

じ

獄
ごくだに

谷はその最後、5 番目
の活動期（4 万年前頃

ごろ

から現
げんざい

在）に形成された
地形です。弥

み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山は 4 番目の活動期の終
わり、約 4 万年前を最後に、溶

ようがん

岩の流出を伴
ともな

っ
た噴

ふん

火
か

を起こしていません。このとき室堂平は
地
じ

獄
ごくだに

谷も含
ふく

め、室堂山側から流下してきた玉
たまどの

殿
溶
ようがん

岩に覆
おお

われてしまいます。地
じ

獄
ごくだに

谷を含
ふく

めた、
室堂平に分

ぶん

布
ぷ

するミクリガ池、ミドリガ池など
の湖

こ

沼
しょう

は 5 番目の活動期の特
とくちょう

徴である水
すいじょうき

蒸気
爆
ばくはつ

発が玉
たまどの

殿溶
ようがん

岩を突
つ

き破
やぶ

って造
つく

った爆
ばくれつ

裂火口の
地形に、水が溜

た

まった火口湖です。中でも地
じ

獄
ごくだに

谷は最も大きな地形ですが、複
ふくすう

数の爆
ばくれつ

裂火口
が範

はん

囲
い

を重ねるように出来たことで現
げんざい

在の大き
さまで拡

かくだい

大したと考えられています（図 4）。

爆
ばくれつ

裂火口の分
ぶん

布
ぷ

と形と地
ち

殻
かく

応
おうりょく

力場
水
すいじょうき

蒸気爆
ばくはつ

発は、室堂平を穴
あな

ボコだらけにして
しまいました。その分

ぶん

布
ぷ

や穴
あな

の形はちょっとし
た法

ほうそく

則性
せい

を持っているように見えます。ミクリ
ガ池などの湖

こ

沼
しょう

の輪
りんかく

郭に注目してみると、楕
だ

円
えん

図 3　立山山
さんろく

麓から遠望される地
じ

獄
ごくだに

谷の噴
ふん

気
き

活動

立山町千垣より撮影（距離 19ｋｍ）
　　　2006 年 12 月 6日 AM8：06

美女平

真砂岳

天狗平山荘

富士ノ折立 大汝峰 雄山

図 4　室堂平に刻
きざ

まれた水
すいじょうきばくはつ

蒸気爆発による地形の分
ぶん

布
ぷ

（原
山ほか，2000 を改変）：基

き ず

図はアジア航
こうそく

測が立山
砂
さ

防
ぼう

事
じ

務
む

所
しょ

の平成 20 年度常
じょうがんじがわりゅういき

願寺川流域航空レー
ザー測

そくりょう

量成果品を使用して作成した。
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形や細長い溝
みぞ

状
じょう

になって見えませんか？しかも
その楕

だ

円
えん

の長軸
じく

や溝
みぞ

の方向は北西－南東方向に
揃
そろ

っていて、川の字の列を造
つく

っているかのよう
です。こうした特

とくちょう

徴は、弥
み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山そのもの
に要

よういん

因があるわけではなく、実は外的な要
よういん

因に
よって規

き

定
てい

された形と考えられます。
　火山が噴

ふん

火
か

するとき、マグマは周囲の岩
がんばん

盤か
ら受ける強い圧

あつりょく

力をなんとかかわして、楽に上
じょう

昇
しょう

しようとします。岩
がんばん

盤中には自身の重量に
よって生じる圧

あつりょく

力とは別に、局所的な地形や、
広
こういき

域的なプレート同士の相対運動などによって
生じる圧

あつりょく

力が加わっています。つまり岩
がんばん

盤の中
に働いている圧

あつりょく

力には、方向的な偏
かたよ

りがあるの
です。

この圧
あつりょく

力の偏
かたよ

りは北陸地
ち

域
いき

の場合、概
おおむ

ね北
西－南東方向に最も強く働いています（図 5）。
一
いっぱん

般的にマグマは、この圧
あつりょく

力の最も高い方向と
平行に、板状

じょう

の割
わ

れ目
め

を造
つく

って上
じょうしょう

昇することが
知られています。
　例えば柔

やわ

らかな粘
ねん

土
ど

に一方向から圧
あっしゅく

縮力を加
えると、その直交方向に圧

あつりょく

力を逃
に

がそうとする
応
おうりょく

力が作用し、変形します。力を加え続けると
やがて粘

ねん

土
ど

の表面には圧
あっしゅく

縮方向と平行な割
わ

れ目
め

が開くことがあります。マグマはこのような効
こう

果
か

を利用して、最も効
こうりつ

率よく上
じょうしょう

昇しようとして
くる、というわけなのです。
  室堂平に残る、爆

ばくれつ

裂火口の形や直線上に配列

した分
ぶん

布
ぷ

も、こうした広
こういき

域に作用している圧
あっしゅく

縮
力の影

えいきょう

響を受けたのだと考えられます。地面に
どのような力が働いているのか、実

じっさい

際に目で見
ることはできませんが、こうした火山が造

つく

りだ
した地形を通してそのダイナミックな営

いとな

みの
一
いったん

端に触
ふ

れることができます。

天
てんぐだいら

狗平断
だんそう

層と地
じ

獄
ごくだに

谷
　ところで室堂平での弥

み

陀
だ

ヶ
が

原
はら

火山の噴
ふん

気
き

活動
は現

げんざい

在、地
じ

獄
ごく

谷
だに

だけで認
みと

められています。地
じ

獄
ごくだに

谷が最も新しい水
すいじょうき

蒸気爆
ばくはつ

発の発生地帯になっ
ているだけなのかもしれません。あるいは別の
理由があるのでしょうか。地

じ

獄
ごくだに

谷は複
ふくすう

数の爆
ばくれつ

裂
火口の集合体であると考えられていますが、他
の地形との形の違

ちが

いが目立ちます。どうしてこ
のような形に拡

かくだい

大したのか、それらには局地的
な構

こうぞう

造に規
き

定
てい

された要
よういん

因がありそうです。

　火山地形には、岩
がんばん

盤に働いている広
こういき

域的な
圧
あっしゅく

縮力や引
ひっぱり

張力の偏
かたよ

りが関わっていることは
先
せんじゅつ

述しましたが、地
じ

獄
ごくだに

谷の噴
ふん

気
き

活動は飛
ひ

騨
だ

山
さんみゃく

脈の尾
お

根
ね

付近に位置する地形的な重力不安定
性
せい

もこれに関わっている可
か

能
のう

性
せい

がひとつ挙げら
れます。日本一高所に湧

ゆうしゅつ

出する温
おんせん

泉は伊
だ

達
て

では
ないということですね。その一方で、跡

あと

津
つ

川
がわ

断
だんそう

層系
けい

の天
てん

狗
ぐ

平
だいら

断
だんそう

層（図 6）の存
そんざい

在が別要
よういん

因と
しても浮

ふじょう

上します。
  温

おんせん

泉と活断
だんそう

層の関係性
せい

は良く知られていま
す。それは活断

だんそう

層によって岩
がんばん

盤が破
は

砕
さい

されるこ

図 5　地
ち

殻
かく

応
おうりょく

力 場の空間分
ぶん

布
ぷ

：国土地理院電子基
き

準
じゅん

点
1998 ～ 2000 年の日

ひ び

々の座
ざ

標
ひょう

値
ち

（F3）を使用し、
珠
す ず

洲を固定点として歪
ひずみ

速
そく

度
ど

分
ぶん

布
ぷ

を計算。富
と

山
やま

県東部
付近は北西－南東方向に圧

あっしゅく

縮力が作用している。

図 6　天
てんぐだいら

狗平断
だんそう

層（活断
だんそう

層研究会，1991）：基
き ず

図として
国土地理院電子国土基

き

本
ほん

図（地形）、基
き

盤
ばん

地図 情
じょうほう

報
数
すう

値
ち

標高 10m メッシュ（標高モデル）を使用。天
てん

狗
ぐ

平
だいら

から室堂平にかけて分
ぶん

布
ぷ

する太実線。
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とによって地下水の良い通り道になるからで、
火山の熱

ねつげん

源が近くにあれば熱水の対流系
けい

を支
ささ

え
る存

そんざい

在になります。天
てんぐだいら

狗平断
だんそう

層は跡
あと

津
つ

川
がわ

断
だんそう

層と
共に活動する断

だんそう

層のひとつと考えられています
が、その活動度は低く地形的な変位はあまり認

みと

められていません。断
だんそう

層運動によって岩
がんばん

盤の破
は

砕
さい

が進むと、熱水の通り道は粉
こなごな

々になった砂
さ

れ
きで閉

へいそく

塞します。また熱水自体も岩石を風化さ
せやすく粘

ねん

土
ど

を作って自
じ

己
こ

閉
へいそく

塞を起こすので、
断
だん

層
そう

の活動度が低いほど熱水対流系
けい

が持続する
ことにとって好都合といえます。

空中写真から判
はんどく

読される活動
地
じ

獄
ごくだに

谷に新しく大きな穴
あな

が開いているという
情
じょうほう

報をいただいたことがあります。立山山
さんろく

麓か
ら大規

き ぼ

模な噴
ふん

気
き

活動を目
もくげき

撃した後のことでした
ので、その方に現

げん

地
ち

を案内していただいて実
じっさい

際
に調

ちょうさ

査してみると、確
たし

かに地形としての新しさ
が明

めいりょう

瞭なクレーター状
じょう

の深い穴
あな

（穴
あな

に滑
かっらく

落し
ない安全圏

けん

から単
たんどく

独測
そく

位
い

の GPS を使って測
そく

位
い

した場合で長径 17 ｍ×短径 14m、外周 50 ｍ）
がありました（図 7）。場所は地

じ

獄
ごくだに

谷の西
にし

端
はじ

で
あるソーメン滝

だき

の上流側です。穴
あな

底では盛
さか

んに
温
おんせん

泉が噴
ふんとう

騰し、刺
し

激
げき

臭
しゅう

の強い大きな噴
ふん

気
き

が立ち

昇
のぼ

っています。
山案内人が 1949（昭和 24）年に目

もくげき

撃したと
いうきのこ雲の発生した大

おおやす

安地
じ

獄
ごく

もこの辺りの
はずで、発見した穴

あな

のすぐ東隣
とな

りにある乳
にゅうせいしょく

青色
の水の丸い池がそれに該

がいとう

当するのではないかと
見
み こ

込みました。もしかするとこの辺りは、小
しょう

規
き

模
ぼ

な水
すいじょうき

蒸気爆
ばくはつ

発を繰
く

り返
かえ

しているのかもしれま
せん。

しかし、噴
ふん

気
き

地帯にありがちな地下の空
くうどう

洞の
上
うわぶた

蓋が単に落
らくばん

盤してできた穴
あな

という可
か

能
のう

性
せい

も否
ひ

定
てい

できません。一先ず地
じ

獄
ごくだに

谷を撮
さつえい

影した過
か

去
こ

の
空中写真を取

と

り寄
と

せて立体視
し

し、穴
あな

がいつ開
いたのかを調べてみることにしました。調べ
た写真の撮

さつえい

影年は比
ひ

較
かくてき

的大縮
しゅくしゃく

尺で画
が

質
しつ

の良か
った 1947（昭和 22）年、1977（昭和 52）年、
1985（昭和 60）年、2000（平成 12）年の 4 枚

まい

です。1947 年の写真は積雪期ですが、大
おおやす

安地
じ

獄
ごく

とみられる丸い池の形は確
かくにん

認できました。し
かしその隣

となり

にこのとき発見した穴
あな

の存
そんざい

在を確
かくにん

認

図 7　ソーメン滝
だき

上流部に認
みと

められるクレーター状
じょう

の地
形：上図の白矢印の先が新しく出来た地形で、黒矢
印の先は大

おおやす

安地
じ

獄
ごく

と呼
よ

ばれる、水
すいじょうきばくはつ

蒸気爆発によって
出来た地形と考えられる。下図は白矢印の先の地形
に接

せっきん

近した様子。

図 8　ソーメン滝
だき

上流部付近の空中写真：1985 年に撮
さつえい

影
された 2 枚

まい

の空中写真の立
りったい

体視
し

で白矢印の先の陰
いん

影
えい

付近が凹
へこ

んでみえるのに対して、1977 年撮
さつえい

影
の空中写真ではその凹

へこ

みは確
かくにん

認出来ない。
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できません。1977 年の写真にも穴
あな

は見られま
せんが、1985 年の写真には穴

あな

が見つかりまし
た（図 8）。更

さら

に 2000 年の写真にも確
かくにん

認できま
す。このことからこの穴

あな

は 1977 ～ 1985 年の
間に形成されたらしいことが分かりました。

ところが穴
あな

を発見した方によると、「穴
あな

を発
見した年の前年もこの場所を見回ったが、穴

あな

は
なかった」といいます。とすると、この穴

あな

は一
時期埋

う

まっていたという可
か

能
のう

性
せい

もあります。穴
あな

は傾
け い し ゃ ち

斜地に穿
うが

たれていたので、斜
しゃめん

面上部からし
ばしば転石が崩

くず

れ落ちてきて、穴
あな

を埋め立てて
しまうことも考えられました。事前に提

ていきょう

供を受
けた画

が

像
ぞう

に写る穴
あな

の縁
ふち

は一部、最近まで埋
まい

没
ぼつ

し
ていたことを推

すいさつ

察させる転石混
ま

じりの砂
さ

れきで
構
こうせい

成されています。つまりこの穴
あな

は、埋
まい

没
ぼつ

と
再
さいせい

生を少なくとも１回は繰
く

り返
かえ

していると考え
られます。それは穴

あな

を埋
まい

没
ぼつ

していた土
ど

砂
しゃ

を外部
に排

はいしゅつ

出するような比
ひ

較
かく

的激
はげ

しい噴
ふん

気
き

活動を伴
ともな

っ
て再

さいせい

生したことも示
し さ

唆しています。

硫
い

黄
おう

の噴
ふん

気
き

塔
とう

、その形と変化
地
じ

獄
ごく

には、死者が生前におこなった罪
つみ

に応
おう

じ
た罰

ばつ

を受ける様
さまざま

々な種類の苦
く

難
なん

が存
そんざい

在してい
て、その数は 6 万 4 千とも 8 万とも言われて
います。ちょっと死後の世界を想

そうぞう

像したくなく
なる数ですね。昔の人は地

じ

獄
ごく

谷
だに

の中の多様な地
熱活動の様子を、その地

じ

獄
ごく

の苦
く

難
なん

に見立ててひ
とつひとつ名

めいしょう

称を付けました。鍛
か じ や

冶屋地
じ

獄
ごく

はそ
の一つで、地

じ

獄
ごく

谷
だに

の象
しょうちょう

徴とも言うべき存
そんざい

在とし
て、観光客がそれを背

はいけい

景に記念写真を撮
と

る対象
でした。煙

えんとつ

突のような形で、構
こうぞう

造もそっくり。
火山ガスが煙

えんとつ

突の中を通って上
じょうしょう

昇し、先
せんたん

端の出
口からモクモクと噴

ふん

気
き

を立ち昇
のぼ

らせていまし
た。過

か こ

去形で表
ひょうげん

現したのは、現
げんざい

在その形は崩
くず

れ
てしまい、根元付近の脇

わきばら

腹から弱
よわよわ

々しく噴
ふん

気
き

を
漏
も

らしている姿
すがた

に変わってしまったからです。
長い年月をかけて煙

えんとつ

突は場所や姿を変えつつ、
成長と消

しょうめつ

滅を繰
く

り返
かえ

しているのです（図９）。
  この煙

えんとつ

突は、硫
い

黄
おう

でできています。火山ガス
に含

ふく

まれている二
に

酸
さん

化
か

硫
い

黄
おう

と硫
りゅうか

化水
すい

素
そ

は、噴
ふん

気
き

が冷えると反
はんのう

応して硫
い

黄
おう

が析
せきしゅつ

出します。噴
ふん

気
き

孔
こう

図９　鍛
か じ や

治屋地
じ

獄
ごく

の硫
い

黄
おう

噴
ふん

気
き

塔
とう

の形
けいじょう

状変化：視
し

点
てん

が同一で
はないので、白矢印の先にある転石を大きさの指標
代わりとする。90 年代後半頃

ごろ

に最大形まで成長し、
以後崩

ほうかい

壊が進んだ（上２枚：田口松男 氏 提供）。

1986年7月25日

1997年8月15日

2005年10月5日

2014年5月11日



7とやまと自然
No.156　2017

の周囲に黄色い針
はり

状
じょう

の鉱
こうぶつ

物が沢
たくさん

山集まって見え
るのが、大気に触

ふ

れて急冷した火山ガスから析
せき

出
しゅつ

した硫
い

黄
おう

の針
しんじょう

状結
けっしょう

晶です（図 10）。結
けっしょう

晶はど
んどん噴

ふん

気
き

孔
こう

の周りを覆
おお

い、隙
すき

間
ま

を更
さら

に結
けっしょう

晶で
埋
う

めて一体化し、噴
ふん

気
き

孔
こう

の周りをぐるりと取り
囲んだ壁

かべ

を作ります。壁
かべ

ができるとその部分で
は火山ガスが冷えなくなるので、今度は壁

かべ

の上
じょう

端
たん

で結
けっしょう

晶を成長させるようになります。これを
繰
く

り返
かえ

して壁
かべ

はやがて長い煙
えんとつ

突へと成長するの
です。しかしアンバランスに成長したその形を
長く維

い じ

持するのは容
よう

易
い

ではなく風化が進み、何
かのきっかけで自

じ

壊
かい

してしまいます。
2012 年から地

じ

獄
ごく

谷
だに

は、噴
ふん

気
き

活動の活発化を
受けて入

にゅういき

域が規
き

制
せい

されています。この活発な噴
ふん

気
き

活動は、硫
い

黄
おう

の噴
ふん

気
き

塔
とう

の成長も促
そくしん

進させてい
るようです。巨

きょだい

大なドーム状
じょう

（図 11）、頭をも
たげた九

く ず り ゅ う

頭竜のような形
けいじょう

状（図 12）など、多
様な形

けいじょう

状の硫
い

黄
おう

塔
とう

が目まぐるしく誕
たんじょう

生しては消
えていきます。人知れず繰

く

り広
ひろ

げられる火山の
驚
おどろ

くべきパフォーマンスを、私
わたし

自身も含
ふく

めて殆
ほとん

どの方が鑑
かんしょう

賞できないことがとても残念でなり
ません。

噴
ふん

気
き

塔
とう

の中はどうなっている？
　ジェット機

き

のように耳を劈
つんざ

く轟
ごうおん

音を立て続
け、勢

いきお

い良く火山ガスを放出させている噴
ふん

気
き

塔
とう

のそばにいると、最初こそ生きながらにして地
じ

獄
ごく

へ来てしまったかという恐
きょうふ

怖感でいっぱいで
必要な調

ちょうさ

査を終えるとすぐに退
たいさん

散したものです
が、慣

な

れというものは更
さら

に恐
おそ

ろしいものです。
その様子を飽

あ

きもせず恍
こうこつ

惚として見入ってしま
うようになりました。

噴
ふん

気
き

塔
とう

の中ではどんなことが起こっているの
か、壁

かべ

の一部が内部の高温によって溶
と

けて、薄
うす

い殻
から

のようになってしまった部分でその様子を
垣
かい

間
ま

見
み

ることができました。壁
かべ

をコツコツと軽
く叩

たた

くとすぐ穴
あな

が空きます。その部分の壁
かべ

の厚
あつ

みは数 mm 程
てい

度
ど

しかなく、あちこちから溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

が漏
も

れ出したためか、黄色い蝋
ろう

のような雫
しずく

が
壁
かべ

を幾
いく

重
え

にも覆
おお

い固まっていました。中は空
くうどう

洞
で、穴

あな

に差
さ

し込
こ

んだ温度計の値
あたい

は 124.8℃を示
しめ

しました（図 13）。火山ガスの主成分は水
すい

蒸
じょうき

気

図12　竜
りゅう

が首を持ち上げたような形
けいじょう

状の大型硫
い

黄
おう

噴
ふん

気
き

塔
とう

：
溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

に富
と

んだ火山ガスの高温噴
ふん

気
き

が噴
ふん

気
き

塔
とう

内
ないへき

壁
を溶

と

かして、さながら噴
ふんすい

水のように外部に噴
ふんしゅつ

出し、
急冷固結した結果できた形

けいじょう

状と考えられる。

図13　硫
い

黄
おう

の殻
から

を破
やぶ

って噴
ふん

気
き

塔
とう

内の温度を測
そくてい

定する：穴
あな

の
縁
ふち

で溶
と

けた硫
い

黄
おう

の雫
しずく

が噴
ふんりゅう

流で踊
おど

りながら滴
したた

り落ちて
いる。

図 10　噴
ふん

気
き

孔
こう

（中央）周辺に析
せきしゅつ

出する硫
い

黄
おう

の針
しんじょうけっしょう

状結晶。

図11　噴
ふん

気
き

塔
とう

の成長（表紙写真の続き）：現
げんざい

在では４メー
トルほどの高さにまで達している。

2016年9月27日
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です。地
じ

獄
ごく

谷
だに

の標高約 2300m の大
たい

気
き

圧
あつ

下（約
0.8 気

き

圧
あつ

）で水の沸
ふってん

点は約 92℃ですが、この温
度の飽

ほう

和
わ

蒸
じょうきあつ

気圧は約 2.3 気
き

圧
あつ

にもなります。も
ちろん別の噴

ふん

気
き

孔
こう

から火山ガスの大部分は噴
ふ

き
出ているので穴

あな

を空けても高
こうあつ

圧の過
か

熱
ねつ

蒸
じょうき

気が噴
ふ

きかかってくることはありませんでした…、と
思っていたら現

げん

場
ば

を離
はな

れて安全ヘルメットを脱
ぬ

いだときにそうでもなかったことに気付きまし
た。ヘルメットにはびっしりと溶

ようゆう

融硫
い

黄
おう

の飛
ひ

沫
まつ

が付着していたのです（図 14）。幸運にも顔面
に噴

ふ

きかかることがなかったのでそう感じなか
っただけだったのです。噴

ふん

気
き

塔
とう

の中では高温の
火山ガスの噴

ふんりゅう

流によって塔
とう

が溶
と

けて、溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

の飛
ひ

沫
まつ

が暴
あば

れ回っていたようです。
噴
ふん

気
き

孔
こう

の周囲には微
び

小
しょう

な球形をした硫
い

黄
おう

の固
形物が厚

あつ

く堆
たいせき

積しています（図 15）。噴
ふん

気
き

孔
こう

か
ら空中へ放出された溶

ようゆう

融硫
い

黄
おう

が表
ひょうめんちょうりょく

面張力によっ
て球体となり、その形のまま急冷固結したので

す。あるいは噴
ふん

気
き

塔
とう

の上部から噴
ふんすい

水のように溶
よう

融
ゆう

硫
い

黄
おう

をピュッピュッと噴
ふ

き出
だ

させていること
もあります。どうやら九

く

頭
ず

竜
りゅう

の首のような格
かっこう

好
をした硫

い

黄
おう

塔
とう

は、内部を豊
ほう

富
ふ

な溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

を含
ふく

ん
だ火山ガスが通ることによって形成されたよう
です（図 16）。更

さら

に噴
ふん

気
き

塔
とう

からあふれ出た溶
ようゆう

融
硫
い

黄
おう

は、多様なミニサイズの火山地形（図 17）
や、どうしてそうなったのか直ぐには理

り

解
かい

でき
ない独

どくとく

特の形の固形物を周囲に生み出していま
す。

噴
ふん

気
き

活動の活発化は、私
わたし

に見たこともない
現
げんしょう

象や光景を見せてくれました。地
じ

獄
ごく

谷
だに

の安全
な自然観察がおこなえなくなってしまっている
今、これをどうやって多くの人に伝えていけば
良いかが命題となっています。

図14　図13の穴
あな

から飛び出した溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

の飛
ひ

沫
まつ

がヘル
メットとゴーグルにびっしりと付着、固結していた。

図16　龍
りゅう

の首部分の拡
かくだい

大写真：溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

が噴
ふんしゅつ

出した経
けい

路
ろ

が
パイプ状

じょう

の溶
ようがん

岩トンネルとして残っている。

図17　噴
ふん

気
き

塔
とう

から流出した溶
ようゆう

融硫
い

黄
おう

が溶
ようがん

岩堤
ていぼう

防を作って
いた。

図15　噴
ふん

気
き

塔
とう

の周囲に飛散し堆
たいせき

積した球形の硫
い

黄
おう

。


